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アマガエルの足の裏                ヒキガエルの足の裏 

カエルの
きゅう

吸ばんは
なん

何のためにあるの 

●
き

木の
うえ

上でくらすカエルには
きゅう

吸ばんがある 

 カエルの
な か ま

仲間は、おもに
せいかつ

生活する
ば し ょ

場所で、
おお

大きく二つに
わ

分けられます。よく、
くさ

草や
き

木の
は

葉

の
うえ

上に、ちょこんとのっている
みどりいろ

緑色のアマガエルは、ほとんどいつも、
じ め ん

地面ではなく、
き

木の
うえ

上などですごします。このタイプのカエルの
な か ま

仲間は、
あし

足を
かんさつ

観察すると、
ゆび

指が
なが

長く、
ゆび

指の
さき

先に
きゅう

吸ばんがついています。この
ゆび

指や
きゅう

吸ばんで、
は

葉っぱや
き

木の
えだ

枝にしっかりつかまらなければ

ならないからです。
き

木の
えだ

枝につかまって
さんらん

産卵するモリアオガエルも、
おな

同じタイプで、やはり
きゅう

吸ばんがついています。 

●
ちじょう

地上でくらすカエルは
きゅう

吸ばんがない  

 いつも、
ちじょう

地上をのそのそ
ある

歩いているヒキガエルなどは、
き

木の
えだ

枝につかまることはありませ

ん。ですから、
あし

足には
きゅう

吸ばんはついていません。ヒキガエルの
あし

足の
うら

裏は、かたい
じ め ん

地面を
ある

歩き
まわ

回るのにつごうがよいように、
ゆび

指の
ぶ ぶ ん

部分などが、
にんげん

人間の
あし

足の
うら

裏と
おな

同じような、かたい
ひ

皮ふに
か

変わっています。 

 
い

生き
もの

物の
からだ

体は、たいてい、その
せいかつ

生活に
あ

合ったように、できています。そういう
からだ

体になっ

た
い

生き
もの

物だけが、ほろびずに
のこ

残って、
いま

今も
い

生きているのです。（監修・今泉 忠明） 
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